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【開催日】 令和５年９月５日（火） 

【開催場所】 議場 

【開会・散会時間】 午後１時～午後１時４０分 

【出席委員】 

委員長 中 村 博 行 副委員長 笹 木 慶 之 

委員 伊 場   勇 委員 大 井 淳一朗 

委員 岡 山   明 委員 奥   良 秀 

委員 白 井 健一郎 委員 恒 松 恵 子 

委員 中 岡 英 二 委員 中 島 好 人 

委員 福 田 勝 政 委員 藤 岡 修 美 

委員 古 豊 和 惠 委員 前 田 浩 司 

委員 松 尾 数 則 委員 宮 本 政 志 

委員 森 山 喜 久 委員 矢 田 松 夫 

委員 山 田 伸 幸 委員 吉 永 美 子 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

議長 髙 松 秀 樹   

【執行部出席者】   

副市長 古 川 博 三 企画部長 和 西 禎 行 

財政課長 山 本   玄 財政課主幹 別 府 隆 行 

財政課財政係長 江 本 洋 治 財政課調整係長 原 川 寛 子 

【事務局出席者】 

局長 河 口 修 司 局次長 中 村 潤之介 

議事係主任 岡 田 靖 仁   

【付議事項】 

１ 議案第４７号 令和４年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定につい

て 
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午後１時 開会 

 

中村博行委員長 皆さんこんにちは。ただいまから、一般会計予算決算常任委

員会を開会します。本日の審査日程については、お手元に配付してあり

ますとおり進めてまいります。議案第４７号令和４年度山陽小野田市一

般会計歳入歳出決算認定についてですが、審査方法については、昨年同

様に、事業審査を中心に行います。既に、皆さんに配付してありますが、

各分科会で選定されました審査対象事業の事務事業評価シートの様式に

ついては、昨年度と同様で、変更はありません。では、執行部に、令和

４年度決算の総括説明を求めます。 

 

山本財政課長 それでは、令和４年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定

につきまして、財政課から総括的な説明をします。お手元の議案、歳入

歳出決算書の５ページをお開きください。歳入歳出決算総括表といたし

まして、歳入額につきましては、前年度と比較して、市税や地方交付税、

繰越金などの増があるものの、臨時財政対策債の減額などがありました

市債の大幅な減のほか、地方特例交付金や国庫支出金などの減により、

７億３，０７９万７，０２８円減の３２６億９，１８９万７，９０９円

となりました。歳出額につきましては、前年度と比較して、価格高騰緊

急支援給付金給付事業費や子育て世帯応援給付金給付事業費の皆増のほ

か、山口東京理科大学施設整備事業費、高千帆小学校校舎建設事業費、

災害復旧費、公債費などの増があるものの、本庁舎改修事業費や住民税

非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費、子育て世帯への臨時

特別給付金給付事業費、公立保育所整備事業費の減などにより、３億

１，２８０万８，５７８円減の３１８億３４４万２，６５６円となり、

歳入歳出差引額は８億８，８４５万５，２５３円となりました。このう

ち、令和５年度に繰り越すべき財源２億４，１８８万２，０８７円を除

いた６億４，６５７万３，１６６円が残高となり、翌年度に繰り越して

おります。それでは、６ページ、７ページをお開きください。歳入とし

まして、１款市税から、１０ページ、１１ページの２２款市債までの予
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算現額、調定額、収入済額などにつきまして、記載しております。また、

財政課より事前にお配りをしております一般会計予算決算常任委員会審

査参考資料には、対前年度比較表を掲載しておりますので、こちらも併

せて御覧ください。それでは、歳入の主な内容です。６ページ、７ペー

ジの１款市税につきましては、固定資産税における滞納繰越額などの減

はありましたが、市民税における個人所得割や法人税割、固定資産税に

おける家屋、償却資産などの増により、市税全体では、前年度と比較し

て、以下千円単位で申し上げますが、３億２，８６４万円増の１０３億

２，１８６万４，０００円となりました。次に、２款地方譲与税につき

ましては、特別とん譲与税の増などにより、対前年度１，３３３万

９，０００円増の１億９，４０７万４，０００円となりました。次に、

５款株式譲渡所得割交付金につきましては、対前年度２，１２６万

２，０００円減の２，８４６万３，０００円、６款法人事業税交付金に

つきましては、対前年度２３７万２，０００円減の１億６，２０２万

２，０００円となり、７款地方消費税交付金につきましては、対前年度

４，５４９万円増の１４億３，５５３万９，０００円となりました。ま

た、６ページから９ページまでの１０款地方特例交付金につきましては、

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金の減などによ

り、対前年度１億３，６００万９，０００円減の６，６００万３，０００円

となりました。続いて、１１款地方交付税のうち、普通交付税につきま

しては、多額の追加交付がありました令和３年度と比べますと、基準財

政需要額が減となった一方で、基準財政収入額は増となり、本来であれ

ば、交付額は減となる状況ですが、交付税原資であります国税の伸びを

背景に、普通交付税から臨時財政対策債への振替額が大幅に圧縮された

ことなどから、対前年度３億３，６３５万８，０００円増の７２億

８，２９４万円となりました。また、特別交付税につきましては、対前

年度５，１５７万１，０００円増の６億９，６４３万６，０００円とな

りました。次に、１３款分担金及び負担金につきましては、災害関連地

域防災崖崩れ対策事業地元分担金の皆減や、高齢者福祉費負担金、保育

所運営費負担金の減などにより、対前年度７０２万８，０００円減の１億
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５，５６６万５，０００円となりました。１４款使用料及び手数料につ

きましては、急患診療所診察料や公営住宅使用料の減などにより、対前

年度９９６万５，０００円減の４億１，９５４万９，０００円となりま

した。次に、１５款国庫支出金につきましては、公立学校施設整備事業

費負担金や災害復旧費国庫負担金、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金の増などがありましたが、子育て世帯等臨時特別支援事

業費補助金や、新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付

金、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る負担金及び補助金の減

などにより、対前年度４億５，７３２万２，０００円減の５６億

６，８４９万９，０００円となりました。また、１６款県支出金につき

ましては、県議会議員選挙事務費の皆増や自立支援給付費の増などがあ

りましたが、災害関連地域防災崖崩れ対策事業費や県知事選挙事務費の

皆減などにより、対前年度１，８８８万円減の１８億７，１２９万

３，０００円となりました。続いて、１７款財産収入につきましては、

市有地売払収入の減などにより、対前年度１，９４７万８，０００円減

の３，９９１万５，０００円となりました。１８款寄附金につきまして

は、ふるさと寄附金や教育費寄附金、総務費寄附金の増などにより、対

前年度１，７３５万１，０００円増の１億４，００８万５，０００円と

なりました。１９款繰入金につきましては、減債基金繰入金の皆増やま

ちづくり魅力基金繰入金の増などがありましたが、新幹線厚狭駅整備基

金繰入金の皆減や、公立大学法人運営基金繰入金、ふるさと支援基金繰

入金などの減により、対前年度１，７７８万４，０００円減の３億

１，５７２万９，０００円となり、２０款繰越金につきましては、対前

年度６億８，５３６万７，０００円増の１３億６４４万４，０００円と

なりました。それでは、１０ページ、１１ページをお開きください。続

きまして、２１款諸収入につきましては、天然ガス利用設備導入支援事

業費補助金の皆増のほか、リサイクル事業収益金や、スポーツ振興くじ

助成金の増などがありましたが、市税滞納延滞金や、派遣職員給与費負

担金、学校給食費の減などにより、対前年度６９３万９，０００円減の

８億８，３８１万８，０００円となりました。２２款市債につきまして
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は、大学整備事業債、商工センター除却事業債の皆増のほか、消防施設

整備事業債などの増がありましたが、庁舎整備事業債や、保育所施設整

備事業債、臨時財政対策債の減などにより、対前年度１５億６０８万

３，０００円減の１５億６，６１６万円となりました。次に、１２、１３

ページをお開きください。歳出としまして、１款議会費から次の１４、

１５ページの１３款予備費までの予算現額、支出済額、不用額などを記

載しております。歳出の主な内容につきまして、目的別に見ますと、１

款議会費につきましては、議場システムに係るリース料の皆減や、議員

期末手当の増などがあり、対前年度９万２，０００円増の２億２，３６３万

２，０００円となりました。２款総務費につきましては、市民館改修事

業費の皆減のほか、減債基金積立金や、本庁舎改修事業費、選挙費の減

などがありましたが、ＬＡＢＶプロジェクトに関連した負担金や、地域

交流センター費、公立大学に係る施設整備補助金の皆増のほか、空き家

対策費や、災害応急工事委託料の増などにより、対前年度１，３０５万

７，０００円増の６２億３，２４６万３，０００円となりました。次に、

３款民生費につきましては、価格高騰緊急支援給付金給付事業費や子育

て世帯応援給付金給付事業費の皆増のほか、自立支援給付費、生活保護

扶助費の増などがありましたが、住民税非課税世帯等に対する臨時特別

給付金給付事業費や、子育て世帯への臨時特別金給付事業費、公立保育

所整備事業費の減などにより、対前年度１２億１５７万６，０００円減

の１１２億６，７９２万４，０００円となりました。次に、４款衛生費

につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業費や、一般廃棄

物処理施設に係る維持管理費及び補修費などの減がありましたが、ごみ

処理施設長期包括運転管理業務委託料の皆増や、病院事業会計への繰出

しの増などにより、対前年度３，７９８万２，０００円増の２６億

６，０９４万２，０００円となりました。５款労働費につきましては、

雇用能力開発支援センター改修費の改修経費の皆増などにより、対前年

度３２６万６，０００円増の３，８５９万１，０００円となりました。

次に、６款農林水産業費につきましては、旧有線放送局舎解体事業費の

皆減のほか、農業集落排水事業への繰出しや、埴生漁港改修事業費など
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の減がありましたが、農地集積協力補助金や、肥料価格高騰対策補助金

の皆増のほか、県事業負担金、西の浜排水機場整備事業費の増などによ

り、対前年度３，７８８万７，０００円増の４億５，７８４万４，０００円

となりました。次に、７款商工費につきましては、飲食店等支援給付金

の皆減のほか、交通施設バリアフリー化整備事業補助金や工場設置奨励

金などの減がありましたが、用地取得奨励金や本社機能移転奨励金の皆

増のほか、地方   バス路線維持費補助金の増などにより、対前年度

８，５５１万９，０００円増の１０億７１１万９，０００円となりまし

た。続きまして、１２ページから１５ページの８款土木費につきまして

は、公的賃貸住宅用地購入費や、小野田駅前地区都市再生整備計画事業

費の皆減のほか、道路橋梁維持費などの減がありましたが、江汐公園施

設整備基金積立金の皆増のほか、河川しゅんせつ事業費や、公共下水道

事業への繰出し、市営住宅改修事業費の増などにより、対前年度

９，８１９万６，０００円増の２３億８，３１９万１，０００円となり

ました。次に、９款消防費につきましては、埴生分団庫整備事業費の皆

減などがありましたが、消防組合費分担金や、山陽消防署埴生出張所整

備事業費の増などにより、対前年度１億５，７３２万１，０００円増の

１２億４，８０３万７，０００円となりました。１０款教育費につきま

しては、地域交流センターへの移行に伴う公民館費の皆減のほか、埴生

小・中学校整備事業費などの減がありましたが、高千帆小学校校舎建設

事業費や厚狭中学校トイレ改修事業費の増などにより、対前年度８７７万

５，０００円増の２４億２，０３４万２，０００円となりました。１１款

災害復旧費につきましては、農業施設災害復旧費や学校施設災害復旧費

の皆増のほか、道路橋梁河川災害復旧費の増などにより、対前年度１億

１，６１８万４，０００円増の１億２，５３０万４，０００円となりま

した。１２款公債費につきましては、地方債利子償還金、一時借入金利

子償還金は減となりましたが、地方債元金償還金の増により、対前年度

３億３，０４８万８，０００円増の３７億３，８０５万４，０００円と

なりました。次に、歳出におきまして、性質別の決算額について御説明

します。お手元の一般会計予算決算常任委員会審査参考資料の３ページ
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を御覧ください。電子データでの配布になっているかもしれません。 

 

中村博行委員長 ここで資料の確認のため、暫時休憩します。 

 

午後１時２１分 休憩 

 

午後１時３２分 再開 

 

中村博行委員 休憩前に引き続きまして、委員会を続けます。山本課長よろし

くお願いします。 

 

山本財政課長 それでは、歳出における性質別の決算額について、御説明しま

す。お手元の一般会計予算決算常任委員会審査参考資料の３ページを御

覧ください。まず、人件費につきましては、給料や時間外勤務手当など

の減がありましたが、会計年度任用職員報酬や消防団員報酬の増などが

あり、対前年度５６万６，０００円増の４３億３，４８０万７，０００円

となりました。物件費につきましては、新型コロナウイルスワクチン接

種事業費などの減がありましたが、ごみ処理施設長期包括運転管理業務

委託料の皆増や、商工センターなどに係る解体事業費の増などにより、

対前年度３億６，２８９万３，０００円増の４２億６，１５４万

７，０００円となりました。次に、扶助費につきましては、電力ガス食

料品等価格高騰緊急支援給付金の皆増や、自立支援給付費、生活保護扶

助費などの増がありましたが、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給

付金や子育て世帯への臨時特別給付金の減などにより、対前年度８億

５，５５５万９，０００円減の６６億４，６７４万３，０００円となり

ました。補助費等につきましては、高度無線環境整備推進事業補助金や

飲食店等支援給付金の皆減のほか、公立大学に対する運営費交付金など

の減がありましたが、子育て世帯応援給付金や用地取得奨励金の皆増の

ほか、消防組合費分担金の増などにより、対前年度５億１，２２１万
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６，０００円増の６１億１，３６０万９，０００円となりました。次に、

公債費につきましては、地方債利子などの減がありましたが、大学校舎

等整備事業などの大型事業に係る元金償還の本格化に伴う地方債元金の

増により、対前年度３億３，００２万４，０００円増の３７億３，８０５万

４，０００円となりました。積立金につきましては、公立大学法人運営

基金積立金や山陽消防署埴生出張所建設基金積立金などの増がありまし

たが、減債基金積立金の減などにより、対前年度１億７，７０８万

５，０００円減の１０億３，２５３万３，０００円となりました。投資

及び出資貸付金につきましては、下水道事業会計への出資金の増などに

より、対前年度６，６３４万７，０００円増の６億８３５万７，０００円

となりました。繰出金につきましては、国民健康保険特別会計繰出金な

どの減がありましたが、介護保険特別会計繰出金や後期高齢者医療特別

会計繰出金の増により、対前年度１，７６０万５，０００円増の２７億

４，２０９万４，０００円となりました。投資的経費では、普通建設事

業におきまして、山口東京理科大学施設整備事業費や高千帆小学校校舎

建設事業費などの増がありましたが、市民館改修事業費の皆減のほか、

本庁舎改修事業費、山陽地区公立保育所整備事業費の減などにより、対

前年度６億８，３７３万９，０００円減の２０億７４３万５，０００円

となりました。また、災害復旧事業費は、農業施設災害復旧費の皆増や、

道路橋梁河川災害復旧費の増などにより、対前年度１億１，８２０万

１，０００円増の１億２，７３７万２，０００円となりました。次に、

歳入歳出決算書にお戻りください。一般会計歳入歳出決算に関する説明

書につきましては、歳入は６２ページから、歳出は１３４ページから掲

載しております。また、３７５ページには、実質収支に関する調書、

３７６ページから３８７ページまでには財産に関する調書を掲載してお

ります。最後に、令和４年度決算に係る主要財政指標ですが、財政力指

数につきましては、３か年平均で対前年度０．０２４ポイント減の

０．５６３、単年度では対前年度０．００３ポイント減の０．５４６と

なっております。また、経常収支比率につきましては、臨時財政対策債

を経常一般財源とした指数で、対前年度６．４ポイント増の９５．９％
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となっております。以上、一般会計歳入歳出決算につきまして、総括的

な説明をしました。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

中村博行委員長 執行部の説明が終わりました。質疑については、各分科会で

該当部分の審査の際に行いたいと思いますが、このたびの一般会計決算

全体に通ずる総括的な質疑がありましたら、ここでお願いします。質疑

はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑なしと認めます。以上

で、質疑を終わります。一般会計決算に係る議会の事業評価の方法は、

昨年度と同様に、分科会としての事業評価を行うよう、お願いします。

分科会長は、分科会で協議した結果を記入した事業評価表を事務局に提

出してください。また、決算の歳入の質疑については、今年度も、審査

番号ごとに、決算書の歳出の質疑終了後、歳入についての質疑があれば

行うものとします。事務局から歳入歳出の担当課が分かる資料が配付さ

れていると思いますので、事前に質問事項を整理し、円滑な委員会運営

をできるよう、御協力ください。なお、市税、交付税等の一般財源につ

いては、所管となる総務文教分科会で歳入の質疑を行いますので、よろ

しくお願いします。以上で、一般会計予算決算常任委員会を散会します。

お疲れさまでした。 

 

午後１時４０分 散会 

 

令和５年（2023 年）９月５日 

 

  一般会計予算決算常任委員長 中 村 博 行   


